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１．研究計画の概要 

有害事象（Ａｄｖｅｒｓｅ ｅｖｅｎｔｓ）は、診療にお
いて避けがたい場合もあり得るが、医原性で
ある場合もあり、その発生率を低下させるこ
とは、医療の質の向上のために極めて重要で
ある。本研究は、病院において診療経過を再
検討することが期待される有害事象（Ａｄｖｅｒｓ
ｅ ｅｖｅｎｔｓ）の候補症例を、そのための別途の
データ収集等の労力をかけずに、既存の診療
情報から判定・抽出するロジックの開発を目
的とする。 
 
２．研究の進捗状況 

平成 20 年度（初年度）は、再入院事例に
ついて、有害事象に起因するものと、そうで
はない計画的な再入院の判定ロジックにつ
いて検討を行い、それぞれ５事由、１０事由
に分類して、特定ロジックを作成した。平成
21 年度は、入院中の有害事象について、とく
に周術期の有害事象判定ロジックの開発に
取り組み、周術期有害事象判定ロジック第２
版を確定した。平成 22 年度は、入院中の有
害事象の全体的な枠組みの検討を行なうと
ともに、並行して褥瘡の発生と転倒・転落の
発生の判定・把握ロジックの開発に取り組ん
だ。褥瘡については、当初、我が国で標準化
が進んでいるＤＰＣ請求のためのデータ（様
式１、Ｅ・Ｆファイル）からの判定を試みた
が、ＤＰＣでは登録病名の数に制限があり、
褥瘡(L89)がはみ出して入力されていないこ
とがあるため、電子カルテに登録されている
情報も利用して判定するロジックの検討を
行なった。転倒・転落については、まず、入
院の契機となった病名や入院時の併存病名
に外傷病名がなく、入院後発症病名に外傷病
名がある症例を抽出し、病的骨折(M84)等を

除外するなどの絞り込みロジックの検討を
行なった。検討の過程で、最も問題となるの
は電子化された診療情報は後利用を想定し
て入力されていなため、例えば褥瘡の発生日
が医師が入力した日付になっており、入院時
に褥瘡があったのか、入院後に発生したのか
が明確に分離できないなどの問題が生じる
ケースがある。またＤＰＣ病名には請求額に
関係しないあるいは登録数オーバーの病名
が欠落していることがあるとともに、例えば
褥瘡病名と褥瘡診療計画書の作成状況と突
合すると相互に包含関係にないなどの状況
にある。診療の質に関係する分析が行なえる
ようにデータ項目や入力のルールを定めて
いくことが必要である。 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 

（理由） 
有害事象抽出ロジックの検討は、研究計画

に沿って概ね順調に進展しているが、当該ロ
ジックを病院の実データに適用した有害事
象の抽出においては、病院における診療情報
の精度による制約が新たな課題となってい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策  
（１）開発した有害事象判定ロジックの精度

向上 
（２）薬剤の副作用など新たな有害事象判定

ロジックの作成 
（３）研究成果の集約と学会発表 
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